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選
擇
集
大
觀
出
づ
ろ
の
歡
び

善

譽

定

慶

法
然
上
人
行
状
繪
傳

懇
六
等

に
よ
る
に
淨
土
開
宗
は
承
安
五
年
春
三
月
に
し
て
、
明
大
正
十
三
年
が
正

し
く
そ
の
七

百
五
十
年
目

に
當

る
事

で
記
念
大
會
を
始
め
諸
般

の
記
念
事
業
敖
化
革
新

の
目
論
見
は
、
次
か
ら
次

へ
ε
、
或

は
公
共

的
に
或
は
個
人
的
に
進
捗
し

つ
丶
あ
る

こ
ご
は
延

い
て
敷
界

の
爲

の
み
な
ら
で
、
國
民
交
化
促
進
上
大
慶

の

"
ご
算

へ

て
も
過
言
で
は
な
か
ら
う
。

事
物

の
成
立
を
後

卜笛
り
見

る
時
は
可
成
り
に
牛
易
に
戚
せ
ら

れ
も
し
、
あ

～
も

セ
ぱ
宜
敷
か
ら
う

に
ご
附
言
の

一
も

洩
ら
し
勝
ち
の
、
實
際

に
當

つ
て
す
る
人

々
の
苦
心
ε
右
顧
左
眄
し
て
の
氣
兼

ね
さ
は
少

々
理
解

め
る
者

の
諒
察
す

る

所
な
り
。
佛
敷
界

の
過
雫
勢
を
占
む
る
は
淨
土
激
系
な
ら
ん
。

然
か
も
そ
の
元
租
た
る
法
然

上
人
が

こ
れ
ら
多
宗
涙
の
根
源
を
開
立
せ
ら
れ
た
る
時
、
そ
れ
は
過
去
七
百
有
年
間

の

國
民
思
想
界
を
暖
か
く
、
は
ぐ

ま
れ
し
淨
土
敖
の
開
け
し
時
に
し
て
、
惠

ま
れ
た
末
流
の
忘
る
」
こ
ご
の
出
來
ざ
る

と

同
時
に
、
こ
の
口
唱
稱
名

の
開
宗

に
動
機
を
得

て
開

ら
け
た
こ

一
般
か
ら
推
斷

せ
ら
れ
る
唱
題
目
宗

日
蓮
門
徒
も
、
其

他
刺
戟
を
得
た
既
存
宗
涙
の
活
氣
を
う
け
た
敷
徒
も
.
共
に
あ
り
し
昔
を
顧

み
て
奮
渾

一
番

一
時
期
を
劃
す

べ
き
記
念

第
七
百
五
十
年

は
、
眼
前
に
逍
う
し
な
り
。



勢

常

に
書
物
に
親
し
み
敖
學
從
事
の
者

分
取
る

べ
き
は
、
釋
義
敷
化

の
革
新

ご
同
時
に
現
代
ま
で
發
展
進

化
し
來
た
れ

る
過
去
を
顧
み
た
所
を
纒

め
て
此
の
際
發
表
し
、
更
に
そ
れ
を
根
牴

に
お
い
て
將
來
を
啓
發

せ
し
め
ら
れ
た
き
も

の
で

あ
う
、
學
者
自
身
も
然
か
し
威
せ
ら
れ
づ
」
、
考
察
せ
ら
れ

つ
丶
あ
る
を
信
す

る
も

.
困
難

は
思
ふ
よ

与
も
ま
し
て
事

に
嘗
り
て
は
因
難

一
層
大
に
し

て
障
碍
交

々
來
り
、
中
止
挫
折
は
免
れ
難
き
な
り
。

然

る
に
今
囘
、
野
生
の
最
も
私
淑
畏
敬
す
る
藤
堂
蕨
範
師

は
、
.寺
務

の
暇
を
京
都
帝
國

大
學
司
書
の
繁

務
の
間

に
身

を
置
き
な
が
ら
、
閑
人
の
思
ひ
つ
」
爲
し
得
ざ
る
大
事
業
を
成
し
逾
げ
ら
れ
た
ち
。
そ
れ
も
、
繁
忙
な
大
家
に
あ
り
勝

ち
な
漏
脱
誤
植
等
は
、
さ
す
が
に
師
の
綿
密
な
頭
腦

ご
着
實
な
る
性
行

に
相
俟

つ
て
本
丈

に
多
大
の
誤
植

さ

へ
見
出
さ

す

、
研
究
組
織
發
表
の
體
形
に
、
新
し
み
を
見
せ
、
爲

の
に
高
徳
の
題
字

筌
を
以
て
讃

意
を
表
せ
ら
れ
、
前
序
後
蹟
に

學
界

の
重
鎭
戚
歎

の
辭
を
並

ぺ
ら

れ
、
帙
の
高
徇
ε
表
紙

の
古
板
散
ら
し
刷
り
、
等

は
、
内
容
の
數
十
實
大
寫
眞
版
、

研
究
論
文
並
に
新
舊
綾
合
大
正
選
擇
集
本
文

ご
併
せ
て
、
實
に
選
擇
集
大
觀

の
名

は
誣
ひ
ざ
る
も

の
な
り
。

淨
土
欷
各
涙
の
學
信
之
を
得
ぱ
、
百
種

に
近
き
異
本

の
體
裁
ご
内
容
を

一
目
瞭
然

の
中

に
知
ら

れ
、
過
去
刊
行
の
知

ら
れ
た
る
舜
は
全
部
牧
め
ら
れ
た
れ
ば
、
今
後
異
れ
る
本
集
を
得

ば
、
其
が
價
値
を
知
る

バ
ロ
レ
メ
ー
タ
τ

こ
も
な
る

物
に
し
て
、
書
架
の
裝
飾

に
併

せ
て
宗
乘
學
究

に
必
須
の
重
寶
な
る
書
の
出
で
た
る
譯
に
て
、
誠
に
欣
喜
措
く
能
は
ざ

る
な
り
。

凝
然
の
源
饕

(淨
全
、+
五

五
九
〇
頁
)
に
は
選
譯
集
を
以
て
、
淨
圭

誉

な
し

て
ゐ
る
。
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ハ

む

鷺

契

皇
掣

建
久
九
年
娶

戊
午
干
時
源
篝

亠ハ主

ハ録
選
擇
纛

念
佛
些

卷
纛

立
N淨
土
案

顯
毳

理

自
此
已
後
淨
敷
甚
昌

さ
れ
懸
事
の
な
る
は
成
る
の
時
に
な
る
に
あ
ら
で
、
そ
れ
以
前

に
溯
り
求
む
ぺ
き
な
り
。
上
人
開
宗
の
思
想
開
發
は
諸

傳
の
示
す
如
く
承
安
五
年
が
妥
當
な
ら
ん
も
、
そ
の
思
想
典
據
内
容
を
、
組
織
立
て
～
纒
め
ら
れ
た
點
よ
り
い
へ
ば
源

流
章
の
見
方
こ
な
ら
ん
か
し
。

さ
れ
費
も
、選
擇
集
選
述
年
代
は

一
段
に
建
久
九
年
説
多
ぐ
し

て
、四
十
入
卷
傳
、選
擇
傳
弘
決
疑
鈔
、十
六
門
記
等
の

本
宗
所
傳
の
外
、
西
山
家
の
旛
要
決
、
行
觀
の
私
記
等
然
か
る
も
亦
別
に
了
譽
作
淨
土
眞
宗
付
絵
傳
は
建
久
三
年
説
、

正
源
明
義
集
、
選
擇
之
傳
(
瀞
黔
八
六
)は
建
久
入
年
説
、
西
山
私
凝
鈔
所
引
の
正
治
年
中
説
、
建
仁
元
年
説
及
び
元
久
二

年
説
あ
参
、
叉
元
久
元
年
説
も
あ
り
て
、
西
山
家
の
私
聚
鈔
所
引
多
念
義
説
や
同
「
私
集
鈔
」
(堯
惠
作
)
、
眞
宗
の
拾
遣

古
徳
傳
、
大
澤
良
榮
の
見
聞
は
然
か
く
せ
り
。
こ
れ
ら
の
選
遮
異
同
辨
ご
分
涙
の
併
合
考
證
は
細
端
に
入
れ
ば
省
く
も

要
す
る
に
、
各
振
相
承
相
違
ご
共
に
異
同
あ
り

一
致
せ
ざ
る
が
現
欺
な
り
。
開
宗
起
算
の
標
準
を
強
ひ
て
こ
れ
に
求
め

ん
ま
り
も
、
思
想
發
露
完
成
の
ロ
稱
念
佛
立
宗
は
、
承
安
五
年
ご
し
て
、
記
念
の
年
ビ
定
め
て
茲
に
、
七
百
五
十
年
記

念
を
眼
前
に
控

へ
る
に
當
り
、
そ
の
典
據
敖
示
の
選
擇
集
流
布

の
變
遷
吏
を
内
容
的
に
書
更
學
的
に
大
成
せ
ら
れ
た
る

選
擇
集
吠
觀
の
出
版
を
な
し
て
、
學
究
者
こ
し
て
の
記
念
大
事
業
を
完
成
せ
ら
れ
た
る
こ
ご
は
、
吾
れ
人
共
に
歡
喜
せ

ざ
ら
ん
や
。



著
者
藤
堂
結
範
師
の
大
功
讃
仰
ご
共
に
、
こ
れ
が
上
梓
に
奔
走
せ
ら
れ
陀
る
我
が
畏
兄
江
藤
澂
英
師
ざ
、
講
演

の
華

を
添

へ
ら
れ
た

る
石
井
先
生
ε
稜
訂
本
の
先
鞭
を

つ
け
て
讓
ら

れ
だ
る
高
野
山
大
學
敖
授
三
長
覺
靜
師

の
隱
れ
た
る
助

功
は
、
蓋
し
著
者
自
叙

の
讃
助
者
中

の
尤
な
る
方

々
な
ら
ん
。

勿
卒
筆
を
走
ら
す

、
前
後
鱧
裁
を
な
さ

"
る
は
蓋
し
狂
喜

の
致
す
ご
こ
ろ
か
、
續
者
諒
せ
ら
れ
た
し
。
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